7つのチャクラとハートのチャクラ
神経叢のチャクラと脊髄のチャクラ 
チャクラは脊椎に関連するエーテル体にあるエネルギー・センター(渦)で、肉体の7つの内分泌腺及びメンタル体、アストラル体、肉体の調整と活性化を司り、意識の中枢と各身体の中継点としての役割をはたしている。
チャクラの働き
　（１）特殊能力に関わる事　
　（２）生命エネルギーに関わる事
　（３）内分泌系に関わる事
　（４）心の状態や性格に関わる事
　（５）人間の霊性（品格）に関わる事
　（６）その他
（1）を意識したチャクラの活性化はお薦めしません。

（2）以降を意識して、チャクラの活性化を実践しましょう。
■チャクラの活性化を実践すると、不思議な事にあまり食べなくても、なんとなく前よりも元気に動けるようになったな～　ということが実感できる。
■チャクラを意識した生活をされた方々は、生命活動を維持する際のエネルギーを飲食物などから摂取する傾向が少なくなる。
シンプルですが効果はある。危険なことは一切ありません。
１＝ムーラダーラ　チャクラ（肛門の近く）の活性化
「大自然の気（地球のエネルギー）」をたくさん浴びることによって、ムーラダーラチャクラは活性化されていく。
森に行ったり、海へ行ったり、自然の豊かな処に足を運び、そこでの自然の気をたくさん受けるとよい。土（アスファルトはダメ）の上に裸足で立っているだけでも凄い～～ 
２＝スヴァーディスタナ　チャクラ（丹田）の活性化
植物を愛する。花を見る時間をつくる。植物を生活の中に取り組む工夫をする。
そして、その花達に、「きれいだね～」などと、語りかける。 
３＝マニプラ　チャクラ（おへそ）の活性化
動物を愛する。動物と親しむ時間をつくる。時間があるときには、動物園に行く。そして、たくさん笑う。
笑っていると、このチャクラが活性化される。 
４＝アナハタラ　チャクラ（胸）の活性化
人を愛する。自分自身を愛する。人間関係は家族が基本。
夫婦仲良く､そして､家族仲良く､
そのような幸せの基盤が出来てはじめて家族以外の他人に対しても思いやりの気持ちが持てるようになるといいですね｡
５＝ビシュダ　チャクラ（甲状腺）の活性化
「のど」といえば声、声といえば言葉。
幸せになるような言葉を積極的に発する。特に威力のある言葉は、「ありがとうございます」という言葉（マントラ?聖なる言霊）です。
ありがとうございます。ありがとうございます。・・・と、口先だけで、唱えているだけでもいいらしいです。
心から感謝の気持ちが伴わなくても、結構です。ということなので、嘘でもいいから、「ありがとうございます」を、できるだけ多く唱えてみる。できれば、「ありがとうございます」という響きが喉から広がってゆくように唱える。
与えられた事に感謝しましょう。 
与えられない事に感謝しましょう。
与えられたことを拒むのは欲。 

与えられないことを拒むのも欲。
感謝って、なかなか奧が深い。 
６＝アジナ　チャクラ（眉間）の活性化
大切なのは「祈り」。大宇宙の大いなる存在に対して命のあることへの感謝を祈りとして伝える。同じ地球上で暮らす人のために､もし､ある地域で紛争等が起きていたら、そこで暮らす人々の幸せを祈る…、自分以外の人の為にも幸せを祈ることによって、このチャクラは開いていく。
具体的には、「慈悲の瞑想」があります。
７＝サハスラーラ　チャクラ（頭上）の活性化
１～６までを実行していると、最上位のこのチャクラは自然に開いていく。このチャクラが開くと、ハイヤーセルフとの交流が可能になる。
ハートで生きるとは
・自分にとって楽しい事やワクワクドキドキする事を選択して生きる。

・仕事がとても大事なのはわかりますが､このまま仕事をするよりも、少し回り道をして余暇や趣味を満喫すると良い。
・そうする事によりハートが開きエネルギーや情報がリアルタイムで入って来てまじめに休まずに働くよりも早く成功出来る｡
ハートチャクラが開くと
・思いやりいっぱいの心や人を許せる心になる。
・あなたが会う人全てに光りやエネルギーを送れる様になる。

・愛で一杯のプロフェッショナル（あらゆる仕事）になる。
・全ての人に愛の光りを与える事により更に大きなエネルギーや幸運が入って来る！
・大いなる愛に対してハートチャクラを開けば、私たちの内にある光が自然に輝き、他の人々もそれに気づくようになる。
・スピリチュアリティについて何の関心もない人たちでさえ、私たちが放つ愛の光に引きつけられる。
・愛と光に満ちて平和であるという私たちの本来の姿は、「何か違う」と人々に感じさせ、その神の愛の輝きは、心の奥底で忘れられている神という存在の記憶を呼び覚ますきっかけになる。
・ライトワーカーが、今すぐできる大切なことは、愛に対する恐れを捨てること
・そうすれば、内なる光の輝きで、まだ眠っている兄弟姉妹が目覚めるのを助けることができる。
・愛を恐れると、ハートチャクラが塞がったり、縮んだり、汚れたりしてしまう。
・どの人も、それぞれに、男女間、家族間、友人間など人とのかかわりのなかで心を痛めることがあるものです。
そして、その痛みをきっかけに、愛を恐れるようになる。
・愛は人生の本質ですから、そのような恐れがあると、人生の本質に触れることができなくなって、私たちは混乱し、真実の愛とはどのようなものなのかを忘れてしまう。
ハートチャクラを開く瞑想
・目を閉じて、リラックスした姿勢を取りましょう。
・深呼吸を２、３回行ない、浄化されるのを感じましょう。
・あなたが、エメラルドグリーンに輝く美しい雲に囲まれているところを思い浮かべてください。
・息を吸込むたびに､あなたはこの美しい癒しのエネルギーを､肺に､細胞に､そして心に満たします。
・しばらくの間、自分の心に意識を向けましょう。エメラルドグリーンの光は、痛みの原因となったネガティブなものを取り除き、浄化していきます。
・深呼吸を続けながら、その光によって、愛への恐れが完成に取り除かれるのを感じてください。愛を感じることを恐れる気持ちを喜んで手放しましょう。あなたは呼吸するだけでよいのですが、愛への恐れを捨てて、癒されることをしっかり意識しましょう。進んで癒されようという気持ちになることです。そしてあとは、神と天使に完全に委ねましょう。
・もう一度、深呼吸をして、愛されることを恐れる気持ちを自ら進んで手放しましょう。もし誰かに愛されたら、操られたり、ごまかされたり、うまく使われたり、捨てられたり、拒絶されたり、責められたりして、傷つけられるかもしれないという恐れを解き放ちましょう。
・さらにもう一度、深呼吸をして、過去、現在、未来のすべての人生にかかわる恐れも、すっかり手放してしまいましょう。
・今度は、愛を与えることへの恐れを、光に委ねて浄化して、手放しましょう。もし誰かを愛したら、コントロールされたり、虐待されたり、だまされたり、裏切られたり、心にひどい傷を負わされたりして、傷つけられるかもしれないという恐れを、深呼吸と一緒に、解き放ちましょう。
・すべての恐れを完全に手放したら、あなたの心が膨らんで、元の自然な愛に満ちた状態に戻るのを感じましょう。
・愛を伴う人間関係のなかで、今だに許せないという気持ちがあれば、それも解き放ちましょう。
・母親、父親、親がわりの人、兄弟姉妹、子供の頃の友だち、学生時代の友だち、初恋の人、デートを重ねて愛した人、一緒に暮らしたり、結婚していた人などに対して、許せない気持ちがあれば、進んで手放しましょう。そして、愛し愛されるなかで受けた心の傷や失望も、すべてきれいに浄化されて、取り除かれたことを感じましょう。痛みを感じる必要はもうないのです。
・もう一度、深呼吸をすると、そのつらい思いは、光の方へ運ばれ、形を変え、完全に浄化されます。後に残るのは、過去のそれぞれの人間関係から得られた教訓と純粋な愛だけです。愛だけが、どの関係においても、不変であり、真実なのです。
・さあ、もう一度深呼吸しましょう。そして、全身に注ぐ光が、あなたを完全に浄化していきます。そして、愛に関して、自分を許せない気持ちを進んで手放しましょう。
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・かつて自分自身を裏切ったこと、内なる声を無視したこと、本当はとても心惹かれていたことに関心を払わなかったことなど、自分自身を許しましょう。
・そして、自分を抱き締めましょう。心の中でイメージしても、また、実際に自分の体に腕をまわして抱き締めてもいいでしょう。そうして、もう二度と自分に嘘をつかないことを、内なる自分に約束しましょう。
・今、あなたは、内なる声と洞察に従うことを自分に約束したので、もう二度と、傷つくような関係に陥ることはないでしょう。過去の人間関係において、あるいは自分自身に対して、あなたが犯してしまったと思っている過ちを、完全に許しましょう。
・それから、もう一度、浄化のための深呼吸をしましょう。そして、完全に癒され、完璧である自分を感じましょう。あなたは、今、あなたの本質である愛を楽しむ準備ができたのです。
七つのチャクラの象徴的な力と霊的な学び
●第７チャクラ－サハスラーラ　（頭上）　　　　　　　霊性についての学び
●第６チャクラ－アジナ　（眉間）　　　　　　　　　　　知性、直感、洞察、叡智についての学び　　　　　　　　　●第５チャクラ－ビシュダ　（甲状腺）　　　　　　　　意思、自己表現についての学び
●第４チャクラ－アナハタラ　（胸）
愛、許し、慈しみについての学び
●第３チャクラ－マニプラ　（おへそ）
自我、人格、それに自己敬愛についての学び
●第２チャクラ－スヴァーディスタナ（丹田）
セクシュアリティ、仕事、物欲についての学び　　　　　　●第１チャクラ－ムーラダーラ　(肛門の近く）
物質世界についての学び
第一の法則　体は人生の履歴書
第二の法則　健康でいるためには内面の力が欠かせない
第三の法則　自分の癒しを助けられるのは自分だけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011.4.8
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック　http://www.chitac.com/
　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2011.4.3






